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（芝山町立芝山小学校） 

本校は、平成２７年に、芝山町にあった３つの小学校を統合した小学校で、８年目を迎えまし

た。統合をきっかけに、芝山町全体に目を向けた学校行事や地域の方とふれあう学習が多く位置

づけられ、地域の行事にも積極的に参加し、地域の方々と深くつながっています。しかし、ここ

数年は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、さまざまな学習や活動において制限を余

儀なくされました。楽しい地域の行事やイベントも中止が相次ぐ中で、どのように地域の方々と

つながり、連携した学習ができるかを考えました。コロナ禍において、工夫して取り組んだ実践

の中から、５年生の総合的な学習の時間で行った「米作りに挑戦」の学習について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「田植え」と「稲刈り」は、地域の青年クラブの方にご協力いただいています。そして、収穫

したお米は、家庭科の調理実習の時に使用します。また、少しずつではありますが、家庭にも持

ち帰りました。地域へのつながりとしては、芝山町給食センターへお米を届け、本校と町内の中

学校の給食に３日間提供していただきました。 

さらに、コロナ禍において工夫したことは、一人暮らしのお年寄りの方に収穫したお米をプレ

ゼントしたことです。子供達が直接届けることはできなかったため、社会福祉協議会の方々に協

力いただき、収穫したお米３合とともに、子供達が心を込めて書いた手紙を添えて届けていただ

きました。その後、お米を受け取った方からのお礼の電話や手紙が届き、子供達も大変喜んでい

ました。直接会って行う交流はできなかったのですが、お米を通じて心温まるつながりをもつこ

とができたことは大きな成果であると感じています。 

今後もさらに、地域に根ざした教育実践を目指し、活動の工夫や地域の方々との連携の強化につ

いて考えていきたいと思います。 

 

みなさんに喜んで

いただけるとうれ

しいです。 

芝山小のお米が，給食

で出された時に児童・

生徒へ紹介しました。 

お 届 け 

セ ッ ト 

青年クラブの皆

さん、よろしく

お願いします。 

鎌の使い方を丁寧

に教えてください

ました。 


